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条件下で種々のひずみ量までねじり試験を実施した試料の SEM/EBSD、SEM/BSE、および TEM に
よる詳細な組織観察を系統的に行い、微視組織の発達過程を局所的な集合組織とも関連させて明ら
かにしている。得られた結果より、いずれの温度・ひずみ速度においても、変形初期〜中期の組織











復型金属である IF 鋼と同様であり、まず grain subdivision による微細化が局所的に進行する。一方
これら FCC 金属では、初期粒界・大角粒界のバルジングや大角粒界に囲まれた微細粒の粒界移動・
粒成長が生じやすく、等軸微細粒組織（典型的な動的再結晶組織）が形成される変形条件が拡大す
る。これは、SUS404 鋼に代表される FCC 金属では、動的回復が起こりにくく、粒界移動及び再結
晶の駆動力が高くなるためであると考察している。 
 
 第５章は総括であり、本研究で得られた結果を要約しまとめている。  
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３．高温変形時の挙動が再結晶型に分類される FCC オーステナイト鋼（SUS304 鋼）における組織
形成過程を明らかにし、BCC フェライト鋼と比較することによって微視組織形成過程の特徴を明
らかにしている。FCC オーステナイト鋼でも組織形成の基本機構は BCC フェライト鋼と同様であ
り、まず grain subdivision による微細化が局所的に進行することを明らかにした。しかし FCC オー
ステナイト鋼では、等軸微細粒組織（典型的な動的再結晶組織）が形成される変形条件が拡大する
ことを明確に示している。これは、動的回復が起こりにくく、粒界移動及び再結晶の駆動力が高く
なるためであると考察している。 
 以上の成果をまとめた本論文は、巨大ひずみ加工に伴う超微細粒組織の形成過程を様々な一定温
度・ひずみ速度下で系統的に調査し、変形条件（または変形応力）と組織形成過程の関係を広範囲
に明らかにするとともに、回復型と再結晶型に分類される２種類の金属の間の類似点と相違点を初
めて明確に示したものであり、学術上寄与するところが少なくない。本論文で得られた成
果は、金属材料の大加工時の微細組織制御のための指針的な役割を果たすことも期待さ
れる。よって、本論文は博士（工学）の学位論文として価値あるものと認める。また、
平成２９年８月３１日、論文内容とそれに関連した事項について試問を行って、申請者
が博士後期課程学位取得基準を満たしていることを確認し、合格と認めた。  
 
なお、本論文は、京都大学学位規程第１４条第２項に該当するものと判断し、公表  
に際しては、（平成３２年９月２９日までの間）当該論文の全文に代えてその内容を要
約したものとすることを認める。 
 
要旨公開可能日： 平成２９年９月２５日以降 
